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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次

第109期

第２四半期

連結累計期間

第110期

第２四半期

連結累計期間

第109期

第２四半期

連結会計期間

第110期

第２四半期

連結会計期間

第109期

会計期間
自　平成20年４月１日

至　平成20年９月30日

自　平成21年４月１日

至　平成21年９月30日

自　平成20年７月１日

至　平成20年９月30日

自　平成21年７月１日

至　平成21年９月30日

自　平成20年４月１日

至　平成21年３月31日

売上高 （千円） 8,893,2667,018,7014,508,3093,937,55717,148,798

経常利益又は経常損失
（△）

（千円） 80,852 166,131△93,525 148,329148,364

四半期純利益又は　　　　　　
　四半期（当期）純損失
（△）

（千円） △452,680 56,255△530,006 50,858△483,270

純資産額 （千円） － － 5,218,6385,088,5035,043,423

総資産額 （千円） － － 17,975,98016,329,62817,423,541

１株当たり純資産額 （円） － － 363.13 354.24 351.07

１株当たり四半期純利益金
額又は四半期（当期）純損
失金額（△）

（円） △31.49 3.92 △36.87 3.54 △33.63

潜在株式調整後１株当た
り四半期（当期）純利益
金額

（円） － － － － －

自己資本比率 （％） － － 29.0 31.2 28.9

営業活動による
キャッシュ・フロー

（千円） 811,7511,320,911 － － 724,234

投資活動による
キャッシュ・フロー

（千円） △1,027,666△838,704 － － △1,563,421

財務活動による
キャッシュ・フロー

（千円） 178,197△582,685 － － 912,428

現金及び現金同等物の　　　
四半期末（期末）残高

（千円） － － 273,124267,556363,520

従業員数 （人） － － 391 394 389

(注) １　売上高には、消費税等は含まれておりません。

２　第110期第２四半期連結累計（会計）期間については、潜在株式がありませんので、潜在株式調整後１株当たり

四半期純利益金額は記載しておりません。

３　第109期第２四半期連結累計（会計）期間、第109期については１株当たり四半期（当期）純損失であり、また、

潜在株式がありませんので、潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額は記載しておりません。

４　当社は四半期連結財務諸表を作成しているため、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載しており

ません。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社および子会社）において営まれている事業の

内容に重要な変更はありません。

また主要な関係会社についても異動はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

　

４ 【従業員の状況】

(1)　連結会社における状況

平成21年９月30日現在

従業員数(名) 394 （73）

(注) １　従業員数は就業人員であります。

２　従業員数の（　）内は、臨時従業員の当第２四半期連結会計期間の平均雇用人員を外数で記載しておりま　　　　　

　　　す。

　

(2)　提出会社の状況

平成21年９月30日現在

従業員数(名) 261　

(注) １　従業員数は就業人員であります。

２　臨時従業員の総数が従業員数の100分の10未満のため、その平均雇用人員数の記載を省略しております。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1)　生産実績

当第２四半期連結会計期間における生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

　 事業の種類別セグメントの名称 　生産高(千円) 前年同四半期比(％)

　 精密化学品部門 1,045,274 △26.5

　 機能材部門 742,092 3.7

　 機能樹脂部門 476,654 △9.3

　 化成品部門 1,039,073 △29.9

　 化学工業セグメント　計 3,303,095 △20.3

　 その他セグメント － －

　 合計 3,303,095 △20.3

(注) １　金額は、販売価格によっております。

２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

３　セグメント間取引については、相殺消去しております。

(2)　受注実績

当第２四半期連結会計期間における受注実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

なお、化学工業事業は、受託生産は行っておりません。

事業の種類別セグメントの
名称

　受注高(千円) 前年同四半期比(％) 　受注残高(千円) 前年同四半期比(％)

その他セグメント 88,964 △0.5 20,056 20.8

(注)　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(3)　販売実績

当第２四半期連結会計期間における販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

　 事業の種類別セグメントの名称 　販売高(千円) 前年同四半期比(％)

　 精密化学品部門 1,592,262 3.1

　 機能材部門 685,438 △18.5

　 機能樹脂部門 505,575 △11.4

　 化成品部門 1,082,450 △26.5

　 化学工業セグメント　計 3,865,727 △12.7

　 その他セグメント 71,830 △10.1

　 合計 3,937,557 △12.7

(注) １　セグメント間取引については、相殺消去しております。

２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

３　主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合

相手先
前第２四半期連結会計期間 当第２四半期連結会計期間

販売高(千円) 割合(％) 販売高(千円) 割合(％)

住友化学株式会社 586,207 13.0 890,116 22.6

丸石化学品株式会社 554,685 12.3 492,487 12.5
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２ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結会計期間において、財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の異常な変動

または、前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

　

４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1)　経営成績の分析

当第２四半期連結会計期間におけるわが国経済は、世界的な金融危機の影響を受けた政府の緊急経済

対策等により底打ち感は見えてきたものの、企業の厳しい収益状況などを背景とした設備投資の減少に

加え、雇用悪化に伴う個人消費の低迷等により依然として厳しい経営環境が続いております。

化学業界におきましても、川下製造業における在庫調整が続く中、需要が著しく低下し、生産・販売と

もに非常に厳しい環境が引き続いております。

このような状況の中で、当社グループは、前期に引き続き生産設備の一層の効率的稼動ならびに経費

の更なる圧縮に努めてまいりました。

この結果、当第２四半期連結会計期間の当社グループの売上高は39億37百万円となり、前第２四半期

連結会計期間に比べて５億70百万円の減収となりました。

損益面におきましては、営業利益１億64百万円、経常利益１億48百万円、四半期純利益50百万円とな

り、淀川第二工場の固定資産除却損および土壌浄化費用を計上した前第２四半期連結会計期間を大幅に

上回りました。

　

[事業部門別の売上高の概況]

区　　分

前第２四半期

連結会計期間

当第２四半期

連結会計期間
増　減

金額(百万円)構成比(％)金額(百万円)構成比(％)金額(百万円)増減率(％)

　 精密化学品部門 1,544 34.2 1,592 40.4 47 3.1

機能材部門 840 18.6 685 17.4 △155 △18.5

機能樹脂部門 570 12.7 505 12.8 △64 △11.4

化成品部門 1,472 32.7 1,082 27.5 △389 △26.5

化学工業セグメント　計 4,428 98.2 3,865 98.2 △562 △12.7

その他セグメント 79 1.8 71 1.8 △8 △10.1

合計 4,508 100.0 3,937 100.0 △570 △12.7

＜化学工業セグメント＞

当セグメントの売上高は、38億65百万円となり、前第２四半期連結会計期間に比べて5億62百万円の減収

となりました。

(精密化学品部門)

電子部品関連分野の需要回復の遅れから電子材料の出荷数量が減少しましたが、農薬中間体の出荷増

加に伴い売上高は15億92百万円と、前第２四半期連結会計期間に比べて47百万円の増収となりました。
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(機能材部門)

瞬間接着剤は、汎用小詰品等の出荷が大幅に減少したため、売上高は６億85百万円と、前第２四半期連

結会計期間に比べて１億55百万円の減収となりました。

(機能樹脂部門)

加工樹脂およびワニスとも、昨年後半以降の景気悪化の影響をうけ、出荷数量が減少し、売上高は５億

５百万円と、前第２四半期連結会計期間に比べて64百万円の減収となりました。

(化成品部門)

可塑剤についても、昨年後半以降の景気悪化の影響が回復せず出荷数量が大幅に減少し、売上高は10

億82百万円となり、前第２四半期連結会計期間に比べて３億89百万円の減収となりました。

＜その他セグメント＞

当セグメントの化学分析受託事業の売上高は、一般分析分野が減少し71百万円となり、前第２四半期連

結会計期間に比べて８百万円の減収となりました。

　

(2)　財政状態の分析

当第２四半期連結会計期間末の総資産額は163億29百万円となり、前連結会計年度末と比較して10億

93百万円の減少となりました。これは、受取手形及び売掛金が10億26百万円減少したことが主な要因で

あります。

負債総額は、112億41百万円となり、前連結会計年度末と比較して11億38百万円の減少となりました。

これは、支払手形及び買掛金の２億56百万円減少および短期借入金が９億９百万円減少したことが主な

要因であります。

当第２四半期連結会計期間末の純資産は、50億88百万円となり、前連結会計年度末と比較して45百万

円の増加となりました。これは、利益剰余金の12百万円の増加および海外子会社の連結時に発生する為

替換算調整勘定が20百万円増加したことが主な要因であります。

　

(3)　キャッシュ・フローの状況

区　分

前第２四半期

連結会計期間

当第２四半期

連結会計期間
増減

金額（千円） 金額（千円） 金額（千円）

営業活動によるキャッシュ・フロー 451,700 756,544 304,843

投資活動によるキャッシュ・フロー △ 136,060 △ 258,288△ 122,228

財務活動によるキャッシュ・フロー △ 356,386 △ 458,065△ 101,678

現金及び現金同等物に係る換算差額 2,312 △　4,350 △ 6,663

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △ 38,433 35,839 74,272

現金及び現金同等物の期首残高 311,557 231,717 △ 79,840

現金及び現金同等物の四半期末残高 273,124 267,556 △ 5,567

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結会計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは、仕入債務の増加、たな卸

資産の減少等により前第２四半期連結会計期間比に比べて３億４百万円増加の７億56百万円となりま

した。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結会計期間における投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得等の

支出が前第２四半期連結会計期間に比べて１億22百万円減少したため、２億58百万円となりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結会計期間における財務活動によるキャッシュ・フローは、短期借入金の返済等によ

り前第２四半期連結会計期間に比べて１億１百万円減少し、４億58百万円の資金の減少となりました。
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これらの結果、当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、前第２四半期連結会計

期間に比べて５百万円減少の２億67百万円となりました。

　

(4)　事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結会計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変

更及び新たに生じた問題はありません。

　

(5)　研究開発活動

当第２四半期連結会計期間における当グループが支出した研究開発費の総額は１億２百万円であり

ます。
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第３ 【設備の状況】

(1)　主要な設備の状況

当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2)　設備の新設、除却等の計画

当第２四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末に計画中であった重要な設備の新設、

除却等について、重要な変更ならびに重要な計画の完了はありません。

また、当第２四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等の計画はありま

せん。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

①　【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 24,000,000

計 24,000,000

②　【発行済株式】

　

種類

第２四半期会計期間末

現在発行数(株)

(平成21年９月30日)

提出日現在

発行数(株)

(平成21年11月13日)

上場金融商品取引所

名又は登録認可金融

商品取引業協会名

内容

普通株式 14,440,000 14,440,000
大阪証券取引所
市場第二部

単元株式数は1,000株
であります。

計 14,440,000 14,440,000－ －

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

(3) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日

発行済株式

総数増減数

(千株)

発行済株式

総数残高

(千株)

資本金増減額

 

(千円)

資本金残高

 

(千円)

資本準備金

増減額

(千円)

資本準備金

残高

(千円)

平成21年９月30日 ― 14,440 ― 1,572,000 ― 1,008,755

(5) 【大株主の状況】
　

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

住友化学株式会社 東京都中央区新川二丁目27－１ 7,247 50.18

ニッセイ同和損害保険株式会社 大阪市北区西天満４丁目15番10号 167 1.15

田岡従業員持株会 大阪市淀川区西三国４丁目２番11号 167 1.15

ユービーエス　エージー　ロンドン　
アカウント　アイピービー　セグリ
ゲイテッド　クライアント　アカウ
ント
（常任代理人　シティバンク　　銀行
株式会社）

ＡＥＳＣＨＥＮＶＯＲＳＴＡＤＴ　48　Ｃ
Ｈ－４００２　ＢＡＳＥＬ　ＳＷＩＴＺＥ
ＲＬＡＮＤ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（東京都品川区東品
川２丁目３－14）

151 1.04

チッソ石油化学株式会社 東京都千代田区大手町２丁目２番１号 144 0.99

チッソ株式会社 大阪市北区中之島３丁目６番32号 144 0.99

脇田　弘仁 千葉県流山市 120 0.83

株式会社日本触媒 大阪市中央区高麗橋４丁目１番１号 108 0.74

阪口　信男 大阪府岸和田市 96 0.66

内藤　健一 大阪府高槻市 86 0.59

計 ― 8,430 58.38
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(6) 【議決権の状況】

　

①　【発行済株式】

平成21年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 　 － － －

議決権制限株式（自己株式等） 　 － － －

議決権制限株式（その他） 　 － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式） 　

－ －
　普通株式 75,000

完全議決権株式（その他） 　普通株式 14,234,00014,234 －

単元未満株式 　普通株式 131,000 － －

発行済株式総数 　 14,440,000 － －

総株主の議決権 　 － 14,234 －

（注）「単元未満株式」の株式数には当社所有の自己株式267株が含まれております。

　

②　【自己株式等】

平成21年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数に
対する所有株式数
割合(％)

（自己保有株式） 　 　 　 　 　

田岡化学工業

株式会社

大阪市淀川区西
三国四丁目２番
11号

75,000 － 75,000 0.52

計 － 75,000 － 75,000 0.52

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別 平成21年４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高(円) 160 191 199 204 199 201

最低(円) 150 155 181 183 185 185

　　(注)株価は、大阪証券取引所市場第二部におけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

なお、前第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平成20年９月30日まで）及び前第２四半期連

結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づ

き、当第２四半期連結会計期間（平成21年７月１日から平成21年９月30日まで）及び当第２四半期連結累

計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて

作成しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期連結会計期間（平成20年７月

１日から平成20年９月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30

日まで）に係る四半期連結財務諸表並びに、当第２四半期連結会計期間（平成21年７月１日から平成21年

９月30日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）に係る四

半期連結財務諸表について、あずさ監査法人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

当第２四半期
連結会計期間末

(平成21年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 267,556 363,520

受取手形及び売掛金 3,522,747 4,548,824

商品及び製品 2,682,378 3,011,675

仕掛品 99,528 114,873

原材料及び貯蔵品 1,076,118 884,662

その他 687,704 631,129

貸倒引当金 △52 △141

流動資産合計 8,335,980 9,554,545

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 6,413,994 6,379,712

減価償却累計額 △4,238,818 △4,142,126

建物及び構築物（純額） 2,175,175 2,237,586

機械装置及び運搬具 16,435,384 16,508,119

減価償却累計額 △13,758,278 △13,486,857

機械装置及び運搬具（純額） 2,677,105 3,021,262

その他 3,506,619 2,912,134

減価償却累計額 △1,428,873 △1,393,745

その他（純額） 2,077,745 1,518,388

有形固定資産合計 6,930,026 6,777,237

無形固定資産 178,581 213,360

投資その他の資産

その他 888,139 881,498

貸倒引当金 △3,100 △3,100

投資その他の資産合計 885,039 878,398

固定資産合計 7,993,648 7,868,996

資産合計 16,329,628 17,423,541

EDINET提出書類

田岡化学工業株式会社(E00810)

四半期報告書

12/26



(単位：千円)

当第２四半期
連結会計期間末

(平成21年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,415,144 2,671,253

短期借入金 2,939,495 3,849,287

1年内償還予定の社債 50,000 100,000

1年内返済予定の長期借入金 182,998 125,759

未払法人税等 27,547 7,808

賞与引当金 344,074 350,446

環境対策引当金 205,207 304,500

その他 1,478,673 1,674,884

流動負債合計 7,643,142 9,083,940

固定負債

長期借入金 1,955,500 1,585,000

退職給付引当金 1,397,877 1,371,845

役員退職慰労引当金 40,212 82,237

環境対策引当金 － 88,888

その他 204,392 168,206

固定負債合計 3,597,982 3,296,177

負債合計 11,241,125 12,380,117

純資産の部

株主資本

資本金 1,572,000 1,572,000

資本剰余金 1,008,755 1,008,755

利益剰余金 2,524,319 2,511,439

自己株式 △21,030 △20,838

株主資本合計 5,084,044 5,071,356

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 48,951 37,519

為替換算調整勘定 △44,492 △65,452

評価・換算差額等合計 4,458 △27,932

純資産合計 5,088,503 5,043,423

負債純資産合計 16,329,628 17,423,541
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

売上高 8,893,266 7,018,701

売上原価 7,578,753 5,703,200

売上総利益 1,314,513 1,315,500

販売費及び一般管理費

運送費及び保管費 250,378 200,338

給料及び手当 363,527 －

給料手当及び福利費 － 405,447

退職給付引当金繰入額 16,449 15,304

役員退職慰労引当金繰入額 8,475 9,125

研究開発費 210,020 204,409

その他 372,586 282,926

販売費及び一般管理費合計 1,221,436 1,117,550

営業利益 93,076 197,950

営業外収益

受取利息 333 243

受取配当金 16,942 1,607

為替差益 4,072 －

その他 18,783 8,828

営業外収益合計 40,131 10,679

営業外費用

支払利息 40,957 34,213

為替差損 － 5,700

その他 11,398 2,583

営業外費用合計 52,356 42,498

経常利益 80,852 166,131

特別損失

固定資産除却損 125,269 24,004

たな卸資産評価損 55,224 －

環境対策引当金繰入額 640,000 －

特別損失合計 820,494 24,004

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△739,641 142,126

法人税、住民税及び事業税 22,401 12,483

法人税等調整額 △309,362 73,387

法人税等合計 △286,960 85,871

四半期純利益又は四半期純損失（△） △452,680 56,255
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【第２四半期連結会計期間】
(単位：千円)

前第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日
　至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成21年７月１日
　至　平成21年９月30日)

売上高 4,508,309 3,937,557

売上原価 3,933,456 3,208,206

売上総利益 574,852 729,351

販売費及び一般管理費

運送費及び保管費 128,527 111,552

給料及び手当 187,732 －

給料手当及び福利費 － 203,466

退職給付引当金繰入額 9,801 8,140

役員退職慰労引当金繰入額 4,059 4,112

研究開発費 106,598 102,975

その他 215,561 134,343

販売費及び一般管理費合計 652,281 564,591

営業利益又は営業損失（△） △77,428 164,760

営業外収益

受取利息 290 44

受取配当金 14,656 8

その他 4,855 6,504

営業外収益合計 19,803 6,556

営業外費用

支払利息 21,199 17,846

為替差損 － 2,852

その他 14,700 2,288

営業外費用合計 35,900 22,987

経常利益又は経常損失（△） △93,525 148,329

特別損失

固定資産除却損 120,782 17,135

たな卸資産評価損 24,786 －

環境対策引当金繰入額 640,000 －

特別損失合計 785,569 17,135

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△879,094 131,194

法人税、住民税及び事業税 4,107 9,785

法人税等調整額 △353,196 70,550

法人税等合計 △349,088 80,335

四半期純利益又は四半期純損失（△） △530,006 50,858
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

△739,641 142,126

減価償却費 649,733 646,475

貸倒引当金の増減額（△は減少） － △88

退職給付引当金の増減額（△は減少） 4,302 26,032

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △11,375 △42,024

環境対策引当金の増減額（△は減少） 577,542 △188,180

受取利息及び受取配当金 △17,275 △1,850

支払利息 40,957 34,213

固定資産除却損 125,269 24,004

売上債権の増減額（△は増加） 215,684 1,027,039

たな卸資産の増減額（△は増加） △166,909 156,589

仕入債務の増減額（△は減少） 253,916 △258,928

その他 △60,067 △220,884

小計 872,137 1,344,524

利息及び配当金の受取額 17,275 1,850

利息の支払額 △37,999 △32,817

法人税等の支払額 △39,660 7,354

営業活動によるキャッシュ・フロー 811,751 1,320,911

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △1,025,074 △820,411

有形固定資産の売却による収入 － 1,628

無形固定資産の取得による支出 － △13,033

投資有価証券の取得による支出 △69 △67

その他 △2,523 △6,820

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,027,666 △838,704

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △258,766 △917,581

長期借入れによる収入 600,000 490,000

長期借入金の返済による支出 △68,317 △61,191

社債の償還による支出 △50,000 △50,000

自己株式の増減額（△は増加） △1,584 △191

配当金の支払額 △43,134 △43,097

その他 － △623

財務活動によるキャッシュ・フロー 178,197 △582,685

現金及び現金同等物に係る換算差額 △446 4,513

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △38,164 △95,964

現金及び現金同等物の期首残高 311,289 363,520

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１
 273,124

※１
 267,556
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【表示方法の変更】

当第２四半期連結累計期間

(自　平成21年４月１日

　至　平成21年９月30日)

(四半期連結貸借対照表関係）

前第２四半期連結会計期間末において区分掲記していた「役員賞与引当金」は、当第２四半期連結会計期間末

において、流動負債の「その他」に含めて表示しております。なお、当第２四半期連結会計期間末の「役員賞与引

当金」は5,000千円であります。

(四半期連結損益計算書関係）

前第２四半期連結累計期間において「給与及び手当」および「その他」に含まれていた福利厚生費は、当第２

四半期連結累計期間より「給与手当及び福利費」に表示を変更しております。なお、前第２四半期連結累計期間

の「給与及び手当」は363,527千円、「その他」に含まれていた福利厚生費は53,342千円であり、給与手当及び福

利費の合計額は416,869千円であります。

【簡便な会計処理】

当第２四半期連結累計期間

(自　平成21年４月１日

　至　平成21年９月30日)

１．たな卸資産の評価方法

たな卸資産の簿価切り下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積り、

簿価切り下げを行なっております。

２．固定資産の減価償却費の算定方法

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法

によっております。
　
　

【四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理】

当第２四半期連結累計期間

(自　平成21年４月１日

　至　平成21年９月30日)

税金費用の計算

一部の連結子会社については、当第２四半期会計期間を含む年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しています。な

お、法人税等調整額は、法人税、住民税及び事業税に含めて表示しております。

　

【注記事項】

　(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　

前第２四半期連結累計期間

(自　平成20年４月１日

　至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間

(自　平成21年４月１日

　至　平成21年９月30日)

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結
貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

(平成20年９月30日現在)

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結
貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

(平成21年９月30日現在)

　

現金及び預金勘定 273,124千円

現金及び現金同等物 273,124千円

　

　

現金及び預金勘定 267,556千円

現金及び現金同等物 267,556千円
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(株主資本等関係)

当第２四半期連結会計期間末（平成21年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　

至　平成21年９月30日）

１　発行済株式に関する事項

株式の種類

当第２四半期

連結会計期間末

(株)

　普通株式 14,440,000

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類

当第２四半期

連結会計期間末

(株)

　普通株式 75,267

　

　

３　配当に関する事項

(1)　配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額

(千円)

１株当たり

配当額(円)
基準日 効力発生日

平成21年６月26日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 43,097 3.00平成21年３月31日平成21年６月29日

　

(2)　基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効

力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額

(千円)

１株当たり

配当額(円)
基準日 効力発生日

平成21年10月30日
定時取締役会

普通株式 利益剰余金 43,094 3.00平成21年９月30日平成21年12月４日
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間（自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日）

　

　
化学工業

(千円)

その他

(千円)

計

(千円)

消去又は
全社

(千円)

連結

(千円)

売上高 　 　 　 　 　

(1)外部顧客に対する売上高 4,428,41279,8974,508,309 － 4,508,309

(2)セグメント間の内部売上高又
は振替高

－ 192,987192,987(192,987) －

計 4,428,412272,8854,701,297(192,987)4,508,309

営業利益又は営業損失（△） △80,775 6,689 △74,086 (3,341)△77,428

当第２四半期連結会計期間（自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日） 

　
化学工業

(千円)

その他

(千円)

計

(千円)

消去又は
全社

(千円)

連結

(千円)

売上高 　 　 　 　 　

(1)外部顧客に対する売上高 3,865,72771,8303,937,557 － 3,937,557

(2)セグメント間の内部売上高又
は振替高

－ 181,652181,652(181,652) －

計 3,865,727253,4834,119,210(181,652)3,937,557

営業利益 170,316 10,350 180,667(15,907)164,760

前第２四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日）

　

　
化学工業

(千円)

その他

(千円)

計

(千円)

消去又は
全社

(千円)

連結

(千円)

売上高 　 　 　 　 　

(1)外部顧客に対する売上高 8,708,807184,4598,893,266 － 8,893,266

(2)セグメント間の内部売上高又
は振替高

－ 376,689376,689(376,689) －

計 8,708,807561,1489,269,955(376,689)8,893,266

営業利益 53,872 37,789 91,661 1,415 93,076

当第２四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日）

　

　
化学工業

(千円)

その他

(千円)

計

(千円)

消去又は
全社

(千円)

連結

(千円)

売上高 　 　 　 　 　

(1)外部顧客に対する売上高 6,853,611165,0897,018,701 － 7,018,701

(2)セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ 345,677345,677(345,677) －

計 6,853,611510,7667,364,378(345,677)7,018,701

営業利益 184,836 9,605 194,442 3,508 197,950

(注) １　事業の区分は、日本標準産業分類に基づいております。

２　各区分の主な製品

　(1) 化学工業…精密化学品、機能材、機能樹脂、化成品

　(2) その他…化学分析他
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３　配賦不能営業費用はありません。

４　前第１四半期連結会計期間より、「たな卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号）を適用してお

ります。この結果、従来の方法に比べて、前第２四半期連結累計期間の化学工業の営業利益が31,564千円減少し

ております。

５　前第１四半期連結会計期間より、「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準第13号）および「リース取引

に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第16号）を早期に適用しております。これによる前第

２四半期連結累計期間のセグメント情報に与える影響はありません。

６　前第１四半期連結会計期間より、「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」

（実務対応報告第18号）を適用しております。これによる前第２四半期連結累計期間セグメント情報に与える

影響は軽微であります。

【所在地別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間（自平成20年７月１日　至平成20年９月30日）及び前第２四半期連結累計期

間（自平成20年４月１日　至平成20年９月30日）並びに当第２四半期連結会計期間（自平成21年７月１

日　至平成21年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日　至平成21年９月30日）

　

全セグメントの売上高に占める日本の割合が、90％を超えるため、所在地別セグメント情報の記載を

省略しております。

　

【海外売上高】

前第２四半期連結会計期間（自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日）

　 北米 欧州 その他 計

Ⅰ　海外売上高（千円） 216,983 31,156 337,867 586,006

Ⅱ　連結売上高（千円） － － － 4,508,309

Ⅲ　連結売上高に占める海外売
上高の割合（％）

4.8 0.7 7.5 13.0

(注) １　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２　本国以外の区分に属する主な国又は地域

(1) 北米…米国

(2) 欧州…オランダ、ドイツ、ベルギー

(3) その他…中国、台湾、インドネシア

３　海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。

 

当第２四半期連結会計期間（自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日）

　 北米 欧州 その他 計

Ⅰ　海外売上高（千円） 159,248 6,296 339,056 504,600

Ⅱ　連結売上高（千円） － － － 3,937,557

Ⅲ　連結売上高に占める海外売上
高の割合（％）

4.0 0.2 8.6 12.8

(注) １　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２　本国以外の区分に属する主な国又は地域

(1) 北米…米国

(2) 欧州…ドイツ、ギリシャ

(3) その他…中国、台湾、タイ

３　海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。
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前第２四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日）

　 北米 欧州 その他 計

Ⅰ　海外売上高（千円） 514,277 44,840 666,065 1,225,182

Ⅱ　連結売上高（千円） － － － 8,893,266

Ⅲ　連結売上高に占める　　　海外
売上高の割合（％）

5.8 0.5 7.5 13.8

(注) １　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２　本国以外の区分に属する主な国又は地域

(1) 北米…米国

(2) 欧州…オランダ、ドイツ、ベルギー

(3) その他…中国、台湾、インドネシア

３　海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。

　

当第２四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日）

　 北米 欧州 その他 計

Ⅰ　海外売上高（千円） 346,492 17,468 585,989 949,950

Ⅱ　連結売上高（千円） － － － 7,018,701

Ⅲ　連結売上高に占める　　　海外
売上高の割合（％）

4.9 0.2 8.3 13.5

(注) １　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２　本国以外の区分に属する主な国又は地域

(1) 北米…米国

(2) 欧州…オランダ、ドイツ、ベルギー

(3) その他…中国、台湾、タイ

３　海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。

(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

当第２四半期連結会計期間末

(平成21年９月30日)

前連結会計年度末

(平成21年３月31日)

 

１株当たり純資産額

 

354円24銭

　

 

１株当たり純資産額

 

351円07銭

　

(注)　１株当たり純資産額の算定上の基礎

　
当第２四半期連結会計期間末

(平成21年９月30日)

前連結会計年度末

(平成21年３月31日)

純資産の部の合計額（千円） 5,088,503 5,043,423

純資産の部の合計額から控除する金額（千円） － －

普通株式に係る四半期（期末）の純資産額（千円） 5,088,503 5,043,423

四半期（期末）の普通株式の数（千株） 14,364 14,365
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２  １株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額

第２四半期連結累計期間

前第２四半期連結累計期間

(自　平成20年４月１日

　至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間

(自　平成21年４月１日

　至　平成21年９月30日)

 

１株当たり四半期純損失金額

 

31円49銭

　

 

１株当たり四半期純利益金額

 

3円92銭
　

(注) １　潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額について、前第２四半期連結累計期間は、１株当たり四半期純損失

金額であり、また、潜在株式がありませんので記載しておらず、当第２四半期連結累計期間は、潜在株式が存在

しないため記載しておりません。

 ２　１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額の算定上の基礎

　

前第２四半期連結累計期間

(自　平成20年４月１日

　至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間

(自　平成21年４月１日

　至　平成21年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額
（△）

　 　

　四半期純利益又は四半期純損失（△）（千円） △452,680 56,255

　普通株主に帰属しない金額（千円） － －

　普通株式に係る四半期純利益又は四半期純損失
（△）（千円）

△452,680 56,255

　普通株式の期中平均株式数（千株） 14,375 14,365

第２四半期連結会計期間

前第２四半期連結会計期間

(自　平成20年７月１日

　至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結会計期間

(自　平成21年７月１日

　至　平成21年９月30日)

　

１株当たり四半期純損失金額 36円87銭

　

　

１株当たり四半期純利益金額 3円54銭

　

(注) １　潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額について、前第２四半期連結会計期間は、１株当たり四半期純損失

金額であり、また、潜在株式がありませんので記載しておらず、当第２四半期連結会計期間は、潜在株式が存在

しないため記載しておりません。

 ２　１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額の算定上の基礎

　

前第２四半期連結会計期間

(自　平成20年７月１日

　至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結会計期間

(自　平成21年７月１日

　至　平成21年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額 　 　

　四半期純利益又は四半期純損失（△）（千円） △530,006 50,858

　普通株主に帰属しない金額（千円） － －

　普通株式に係る四半期純利益又は四半期純損失
（△）（千円）

△530,006 50,858

　普通株式の期中平均株式数（千株） 14,373 14,364
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(重要な後発事象)

当第２四半期連結会計期間（自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日）

平成21年10月30日開催の当社取締役会において、次のとおり固定資産の譲渡を決議いたしました。

　

① 譲渡の理由

当社は、平成20年７月31日開催の取締役会において、当社淀川第二工場跡地について売却を前提と

した土壌浄化工事を行うことを決議し、本年11月下旬を工期として本工事を実施してまいりました

が、予定どおり工事が完了する目処がたったため平成21年10月30日開催の取締役会において、財務体

質の改善をはかるため同工場跡地について譲渡することといたしました。

　

② 譲渡する相手会社の名称

譲渡の相手会社につきましては、契約上の都合により開示を控えさせていただきます。

　

③ 譲渡の内容

譲渡資産の種類　　　土地　7,742.01㎡

譲渡資産の所在地　　大阪市淀川区十八条２丁目１８番地４４号

譲渡資産の簿価　　　16百万円

譲渡価額　　　　　　1,112百万円

　

④ 譲渡の時期

平成22年３月31日予定

 

２ 【その他】

第110期（平成21年４月１日から平成22年３月31日まで）中間配当については、平成21年10月30日開

催の取締役会において、平成21年９月30日の最終の株式名簿および実質株主名簿に記載又は記録された

株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決議いたしました。

　①配当金の総額　　　　　　　　　　　　　　　　　　43,094千円

　②１株当たりの金額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３円

　③支払請求権の効力発生日および支払開始日　　平成21年12月４日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成20年11月12日

田岡化学工業株式会社

取締役会　御中

　

あ ず さ 監 査 法 人

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士  後　藤　研　了    印

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士  杉　本　宏　之    印

　

　 　 　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている田岡

化学工業株式会社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間

(平成20年７月１日から平成20年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20

年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四

半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任

は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにあ

る。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、田岡化学工業株式会社及び連結子会社の平成

20年９月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間

の経営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせ

る事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

追記情報

　「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載されているとおり、会社は第１

四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」を適用している。

 

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

　
 
(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成21年11月13日

 

田岡化学工業株式会社

取締役会　御中

　

あ ず さ 監 査 法 人

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士  後　藤　研　了    印

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士  小　野　友　之    印

　

　 　 　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている田岡

化学工業株式会社の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間

（平成21年７月１日から平成21年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成

21年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及

び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成

責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明すること

にある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、田岡化学工業株式会社及び連結子会社の平成

21年９月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間

の経営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせ

る事項がすべての重要な点において認められなかった。

追記情報

　重要な後発事象に記載されているとおり、会社は平成21年10月30日開催の取締役会において、固定資産の譲

渡を決議した。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以  上

　
 
(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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